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指標の状況

・省エネ法上の削減目標である年平均１％削減と同水準とし、３年後の令和８年度において、令和５
年度対比３％削減とする。

①

②

岡山市北区本町2-5

芳賀ＣＨビル

④

⑤

6令和 (

別紙

温室効果ガス排出削減計画

県内の
主　な
工場等

所　　在　　地工場等の名称

業種名：

事務センター

岡山駅前支店

62

岡山市北区丸の内1-15-20

主たる業種

本店ビル

事業の
概　要

大供支店

番号

銀行業（総合金融サービス）、従業員2,693名

銀行業
分類
コード

岡山市中区平井3-1046-1

岡山市北区丸の内1-14-17⑥

台）

③CO2換算3,000t以上①燃料等原油換算1,500kℓ以上

（●工場等の数

削減目標

年度

いずれか
を選択

計画期間

総排出量基準

令和

10～5%

％

㎡

ｔCO2

※　「計画期間」欄には，５箇年度以内で特定事業者が定める期間を記入する。　

②

基準年度

④

⑤

189

0.06114

東本館

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク指標 5対象事業の名称 関連数値（令和

CO2 / CO2 /

0.06303

達成率(%)年度）

目標削減率

基準年度の
主な工場等
の排出量

③

8目標年度（令和

原単位基準 3.0

⑥

305

原単位当たり排出量
（原単位基準の
削減目標を選択
した場合に記
入）

5%未満20～15% 15～10%

8,554

岡山駅前支店

事務センター

本店ビル 1,693

建物延床面積

487

ベンチマーク

【目標削減率設定の基本的な考え方】

特定事業者
の該当要件 158

○

年度）年度）

㎡

大供支店

芳賀ＣＨビル 2,122

3

年度）の排出量

8

ｔCO2

●車両台数（②該当の場合）

5工場等の名称

（法人にあっては名称）

基準年度（令和

排出量

基準年度（令和温室効果ガス 5

8,819

東本館

700-8628

本票作成

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

岡山市北区丸の内１－１５－２０

部署名：

氏
　
名

住
　
所

総務部

株式会社　中国銀行

③

所

20%以上

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

岡山市北区柳町2-11-23

目標年度

ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

517

目標
区分

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

年度

番号

①



工場等の名称

　 無

その他

県内で
の取組

【再生可能エネルギーの導入計画】

　 無

　 無

有　

・2021年4月に「ちゅうぎんグループサスティナビリティ基本方針」を制定し、ＣＯ２排出量削減目標
を「2030年度末までにＳＣＯＰＥ１、２のネットゼロ」とし、中間目標としては「2026年度末までに
2013年度対比▲72%削減」を目指しております。達成に向け照明器具のＬＥＤ化、空調設備更新、太陽
光発電設備などの施策を導入時期を含め継続的に検討方針。
・ＳＣＯＰＥ１、２の排出量削減のため、エネルギー使用量削減に加え、オフセット導入などによ
り、温室効果ガス排出量を削減する方針。

【その他特記事項】

その他

太陽光発電設備、再エネ電気への切替え

措置内容

全店舗

新築店舗

太陽光発電設備

【排出量削減のためのこれまでの主な取組】

【計画期間中に目標削減率を達成するために実施する措置】

工場等の名称 取組内容

・照明器具のＬＥＤ、空調設備更新などにより省エネ設備へ更新を実
施。

【森林保全等吸収源対策への取組計画】

本店ビル、全店舗

県内で
の取組

・照明器具のＬＥＤ、空調設備更新など、省エネ設備への更新の実施
を継続する。

・店舗新築案件が発生した場合、上記と同様にＬＥＤ照明など省エネ
設備、太陽光発電設備の導入、ＺＥＢ対応等を検討する。

・太陽光発電設備について、店舗・設備状況を調査し、設置可能店舗
について計画的な導入を行い、電気使用量削減につなげる。

・省エネ法に基づくエネルギー管理統括者を中心としたエネルギー管理体制の徹底。
【目標削減率達成のための推進体制】


